
「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
　
に
お
け
る

『
徒
然
草
』
享
受
の
再
検
討

佐
伯
　
友
紀
子

一
　
は
じ
め
に

西
鶴
晩
年
の
俳
諦
観
を
示
す
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
に
、
元

禄
五
年
≡
ハ
九
二
一
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
　
「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
　
が

（
1
）
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
る
。
先
行
の
注
釈
で
は
、
「
独
吟
百
韻
」
　
と
西
鶴
の
他
作
晶
と
の
類
似
と

と
も
に
、
先
行
す
る
文
学
作
品
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に

お
い
て
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
先
行
の
注
釈
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
お
ぼ

し
い
『
徒
然
草
』
享
受
に
つ
い
て
の
包
括
的
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
「
独

吟
百
韻
」
　
に
引
用
さ
れ
る
数
あ
る
先
行
作
品
の
中
か
ら
『
徒
然
草
』
を
取
り

上
げ
た
の
は
、
次
に
挙
げ
る
理
由
か
ら
で
あ
る
。

「
独
吟
百
韻
」
　
の
先
行
の
注
釈
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
多
く
の
先
行
作
品
の

う
ち
、
「
独
吟
百
韻
」
本
文
中
に
作
品
名
が
明
記
さ
れ
る
の
は
、
『
古
文
真
宝
』

と
『
徒
然
草
』
の
二
作
品
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
『
古
文
真
宝
』
は
、
第

三
　
「
役
者
笠
秋
の
夕
に
見
つ
く
し
て
」
　
の
自
註
に
お
い
て
　
「
又
、
『
古
文
』

を
懐
に
お
さ
め
白
ハ
な
る
坊
主
、
伊
勢
の
神
主
も
お
初
尾
、
此
君
に
ま
い
ら
せ

ん
と
ぞ
お
も
ふ
。
ま
し
て
、
浮
世
男
の
若
盛
、
無
分
別
と
も
思
は
れ
ず
。
万

事
は
夢
な
れ
や
。
」
　
と
記
さ
れ
て
お
り
、
堅
苦
し
い
人
と
い
っ
た
意
味
の
慣

用
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
『
徒
然
草
』

は
、
慣
用
句
の
形
と
し
て
で
は
な
く
、
典
拠
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
引
用
も
一
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、
百
韻
中
に
二
箇
所
見
出
さ
れ
る
。

そ
れ
ほ
ど
『
徒
然
草
』
と
の
関
係
が
深
い
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
『
徒
然
草
』

は
、
「
独
吟
百
韻
」
　
に
利
用
さ
れ
る
他
の
先
行
作
品
と
は
一
線
を
画
す
と
言

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（3）

本
稿
で
は
、
既
に
先
行
の
注
釈
で
指
摘
の
あ
る
箇
所
を
中
心
に
、
「
独
吟

百
韻
」
　
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
享
受
の
再
検
討
を
行
う
。
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二
　
先
行
研
究

西
鶴
作
品
と
『
徒
然
草
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
由
井
長
太
郎
氏
が
、
『
徒

然
草
』
の
序
と
全
二
百
四
十
三
段
　
（
通
行
本
の
章
段
分
け
に
よ
る
）
中
の
百

（4）

十
段
が
西
鶴
作
品
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
西
鶴
の
浮
世
草

子
、
特
に
町
人
物
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
影
響
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
論

（5）

考
が
ぁ
る
。
そ
の
一
方
で
、
西
鶴
の
俳
譜
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
享
受
に

つ
い
て
述
べ
た
論
考
は
少
な
い
。

（6）

市
川
光
彦
氏
は
、
「
西
鶴
の
兼
好
と
の
交
流
は
、
す
で
に
俳
諸
活
動
の
初



期
よ
り
始
ま
る
と
見
ら
れ
る
が
、
『
徒
然
草
』
摂
取
の
例
は
お
び
た
だ
し
い
。

ス
ペ
ー
．
ス
の
関
係
か
ら
詳
細
な
紹
介
の
煩
を
避
け
て
、
と
り
あ
え
ず
該
当
章

段
と
頻
度
が
分
か
る
よ
う
に
示
し
て
み
る
。
」
と
述
べ
、
西
鶴
の
俳
譜
と
『
徒

西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
（
同
）
　
　
1
9
　
（
3
0
3
4
5
0
m
）

前
句
評
点
難
波
み
や
げ
（
元
禄
6
）
　
（
1
9
）

然
草
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（7）

の
と
お
り
で
あ
る
。

市
川
氏
が
示
し
た
項
目
は
以
下

大
坂
独
吟
集
（
寛
文
7
）

誹
語
独
吟
一
日
千
句
　
（
延
宝
3
）

西
鶴
俳
誇
大
句
数
（
延
宝
5
）

三
鉄
輪
　
（
延
宝
6
）

大
坂
壇
林
桜
千
句
　
（
同
）

胴
骨
三
百
韻
（
同
）

太
郎
五
百
韻
（
同
）

両
吟
一
日
千
句
（
延
宝
7
）

仙
台
大
矢
数
　
（
同
）

飛
梅
千
句
（
同
）

二
葉
集
　
（
同
）

西
鶴
大
矢
数
　
（
延
宝
9
）

熱
田
宮
雀
　
（
天
和
2
）

誹
語
三
ケ
津
　
（
同
）
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市
川
氏
に
よ
れ
ば
、
「
句
以
外
の
前
書
・
自
注
・
評
語
の
類
」
を
含
め
て

「
二
十
種
（
西
鶴
句
所
収
俳
書
は
、
自
撰
・
他
撰
を
合
せ
て
約
百
種
）
中
に

五
五
件
を
数
え
、
二
四
段
に
わ
た
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て

は
、
ま
た
個
々
に
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
取
り
扱

う
「
独
吟
百
韻
」
に
関
し
て
い
え
ば
、
市
川
氏
は
、
第
十
九
段
・
第
三
十
段
・

第
三
十
四
段
・
第
五
十
段
・
第
百
十
一
段
に
『
徒
然
草
』
摂
取
の
例
が
見
ら

れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
指
摘
に
は
過
不
足
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
市
川
氏
自
身
も
述
べ
る
通
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
「
該
当
章
段
と

頻
度
」
　
の
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
ど
の
句
が
ど

の
よ
う
に
『
徒
然
草
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
が
明
確
で
は
な
い
。
も
っ

と
具
体
的
な
考
察
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
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三
　
「
独
吟
百
韻
」
に
明
記
さ
れ
る
『
徒
然
草
』

画
賛
十
二
ケ
月
　
（
元
禄
年
中
）

画
賛
新
十
二
ケ
月
　
（
同
）

西
鶴
評
点
山
太
郎
独
吟
歌
仙
巻
　
（
同
）

江
戸
点
者
寄
合
俳
譜
（
元
禄
5
）

（19）（19）

（30）

（
‖
9
）

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
西
鶴
は
、
多
く
の
作
品
の
中
で
、
『
徒
然
草
』

の
さ
ま
ざ
ま
な
章
段
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
西
鶴
が
『
徒
然
草
』
の
文
章
を
利
用
し
て
書
く
時
の
方
法

を
確
認
し
て
お
く
と
、
そ
の
方
法
は
、
次
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。



I
　
典
拠
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
利
用
す
る

1
　
書
名
『
徒
然
草
』
を
示
す

‥
Ⅲ
　
作
者
名
　
「
兼
好
」
　
や
「
吉
田
の
法
師
」
　
な
ど
を
示
す

Ⅱ
　
典
拠
を
明
記
せ
ず
に
『
徒
然
草
』
本
文
を
引
用
し
た
り
、
加
工
し
て

利
用
す
る

こ
の
う
ち
、
「
独
吟
百
韻
」
　
に
現
れ
る
の
は
、
I
の
1
と
Ⅱ
の
二
つ
の
方

法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
主
に
こ
の
二
つ
の
方
法
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
い
。
西
鶴
作
品
全
般
に
お
け
る
I
の
‥
Ⅲ
に
関
し
て
は
、
紙
幅
の
都

合
上
取
り
扱
わ
な
い
が
、
ま
た
機
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
方
法
I
の
1
に
あ
た
る
、
出
典
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
例
か
ら
検
討
し
よ
う
。
「
独
吟
百
韻
」
と
『
徒
然
草
』

（8）
本
文
と
を
対
照
さ
せ
、
「
独
吟
百
韻
」
　
中
で
典
拠
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
こ

と
を
明
記
し
て
い
る
個
所
に
波
線
を
付
し
た
。
ま
た
、
「
独
吟
百
韻
」
と
『
徒

然
草
』
　
の
内
容
が
共
通
し
て
い
る
部
分
に
傍
線
を
引
き
、
語
句
が
共
通
す
る

場
合
は
四
角
で
囲
ん
だ
。

国
労
五
句
　
埋
れ
木
に
取
付
貝
の
名
を
尋
ね
　
（
自
註
略
）

第
六
句
　
秘
伝
の
け
ぶ
り
籠
る
妙
薬

石
花
が
ら
・
さ
る
ぼ
、
か
1
る
貝
類
を
黒
焼
に
し
て
妙
薬
さ
ま

ぐ
世
に
売
広
め
、
新
竹
斎
坊
と
名
に
長
羽
織
、
長
口
上
お
か
し
。

さ
れ
ば
、
業
平
の
伝
へ
と
て
、
井
守
の
黒
焼
は
恋
の
種
と
成
、
錦

ハ
＼
卑
P
に
も
㌫
代
せ
し
．
1

第
七
句
　
肝
心
の
軍
の
指
南
に
利
を
せ
め
て
　
（
自
註
略
）

・
『
徒
然
草
』
第
三
十
四
段

甲
香
は
ほ
ら
貝
の
や
う
な
る
が
、
ち
い
さ
く
て
口
の
ほ
ど
の
ほ
そ
な

が
に
し
て
出
た
る
同
旧
写
り
。
武
威
4
国
劇
沢
l
と
l
月
利
引
引
時
刻

り
L
を
、
所
の
者
は

へ
な
た
り

と
申
侍
と
ぞ
い
ひ
し
。

倉
の
あ
り
し

へ
な
た
り
貝
の
蓋

は
薫
物
に
人
事

国
に
見
え
る
「
へ
な
た
り
貝
」
は
、
『
徒
然
草
』
第
三
十
四
段
に
出
て
く

る
特
徴
的
な
言
葉
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
鶴
が
『
徒
然
草
』
を
典
拠
と

し
て
書
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
『
徒
然
草
』
第
三
十
四
段
の
記
事

が
元
と
な
り
、
「
武
蔵
国
」
　
と
　
「
金
沢
」
　
が
付
合
と
し
て
結
び
つ
い
て
、
付

（

9

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ナ

ザ

ハ

ニ

カ

ヒ

カ

ク

　

ナ

ガ

一

一

シ

合
集
で
は
、
『
毛
吹
草
』
巻
第
四
に
　
「
武
蔵
－
金
沢
貝
香
　
長
辛
螺
　
八
へ
ナ

（10）

タ
リ
共
云
欺
〉
」
　
と
挙
げ
ら
れ
、
『
俳
譜
類
船
集
』
巻
四
に
も
　
「
武
蔵
」
　
の
付

合
と
し
て
　
「
金
沢
貝
　
へ
な
た
り
」
　
が
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
「
へ
な
た

り
」
　
か
ら
武
蔵
国
　
「
金
沢
」
　
が
連
想
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
西
鶴
は
、
「
へ
な
た
り
貝
」
　
を
　
「
鎌
倉
」
　
の
産
物
と
し
て
記
述

し
て
お
り
、
「
へ
な
た
り
貝
」
　
の
あ
る
「
金
沢
」
を
武
蔵
国
金
沢
で
は
な
く
、

相
模
国
「
鎌
倉
」
　
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
類
船
集
』
　
の
　
「
鎌
倉
」

の
項
目
に
は
、
「
金
沢
村
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
鎌
倉
」
と
「
金
沢
」

も
付
合
と
な
る
た
め
、
「
へ
な
た
り
貝
」
　
か
ら
　
「
鎌
倉
」
　
の
　
「
金
沢
村
」
　
を

連
想
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
独
吟
百
韻
」
　
第
六
句

の
自
註
で
は
、
「
へ
な
た
り
貝
」
　
は
　
「
鎌
倉
」
　
に
あ
る
と
記
す
こ
と
と
な
っ
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ま

　

こ

た
。
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
巻
五
－
三
　
「
楽
の
鯉
鮎
の
手
」
　
に
も
、
「
鎌
倉
の

金
沢
と
い
ふ
所
に
、
流
円
坊
と
申
て
、
世
を
の
が
れ
た
る
出
家
あ
り
。
」
　
と

い
っ
た
記
述
が
あ
り
、
西
鶴
の
中
で
は
　
「
金
沢
」
　
と
い
え
ば
武
蔵
国
の
金
沢

で
は
な
く
、
「
鎌
倉
の
金
沢
」
　
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

で
は
、
次
に
『
徒
然
草
』
と
明
記
す
る
二
つ
目
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

田
第
五
十
二
句
　
鮒
に
は
羽
ね
が
は
へ
て
飛
年
　
（
自
註
略
）

第
五
十
三
句
　
魔
法
に
も
せ
よ
不
思
議
成
隠
れ
蓑

「
鰯
に
羽
ね
の
は
へ
た
る
」
　
を
魔
法
に
し
て
の
付
か
た
也
。
「
天
野

川
」
　
と
い
ふ
目
く
ら
が
L
は
、
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
所
よ
り
鯉
・
鮒
を
出

し
、
又
、
「
隠
れ
み
の
」
　
と
い
ふ
に
は
、
座
敷
に
島
を
見
せ
、
数
々

の
た
か
ら
物
を
出
し
け
る
。
是
、
皆
種
あ
っ
て
い
た
す
事
也
。
叫
珂
1

塩
売
長
次
郎
と
申
せ
し
ほ
う
か
師
、
さ
ま
ぐ
の
事
を
仕
出
し
け
る
。

中
に
も
、
ち
い
さ
い
口
へ
馬
を
呑
け
る
、
「

け
ふ
は
我
が
見
た
」
　
と
い
ふ
。
是
も

長

困
凶
の
圃
矧
る
べ
し
。

第
五
十
四
句
　
眠
る
人
な
き
十
七
夜
待
　
（
自
註
略
）

・
『
徒
然
草
』
第
五
十
段

長
の
比

伊
勢
国
よ
り
、
女
の

に
成
た
る
を
ゐ
て
の
ぼ
り
た
り

と
い
ふ
事
有
て
、
そ
の
比
廿
日
ば
か
り
、
日
ご
と
に
、
京
白
川
の
人
、

見
に
と
て
出
ま
ど
ふ
。
「

西
園
寺
に
ま
い
り
た
り
し
」
　
「

院
へ
参
る
べ
し
」
　
「
只
今
は
そ
こ
く
に
」
　
な
ど
い
ひ
あ
へ
り
。

ま
さ
し
く
み
た
り
と
い
ふ
人
も
な
く
、
そ
ら
ご
と
1
い
ふ
人
も
な
し
。

ト
ト
た
、
∵
日
、
の
こ
と
小
高
い
ひ
八
、
ま
ず
．
1

そ
の
比
、
東
山
よ
り
安
居
院
辺
へ
ま
か
り
侍
L
に
。
四
条
辺
よ
り

か
み
さ
ま
の
人
、
み
な
北
を
さ
し
て
は
し
る
。
「
一
条
室
町
に
鬼
あ
り
」

と
の
ゝ
し
り
あ
へ
り
。
今
出
川
辺
よ
り
見
や
れ
ば
、
院
の
御
桟
敷
の

あ
た
り
、
更
に
と
を
り
う
べ
う
も
あ
ら
ず
立
こ
み
た
り
。
「
は
や
く
、

跡
な
き
こ
と
に
は
あ
ら
ざ
め
り
」
　
と
て
、
人
を
や
り
て
見
す
る
に
、

お
は
か
た
あ
へ
る
も
の
な
し
。
く
る
1
ま
で
か
く
立
さ
は
ぎ
て
、
は

て
は
閑
静
お
こ
り
て
、
浅
ま
し
き
こ
と
ど
も
あ
り
け
り
。
其
比
を
し

【
マ
マ
）

な
べ
て
、
二
三
日
の
人
の
わ
づ
ら
ふ
こ
と
侍
L
を
ぞ
、
彼
鬼
の
そ
ら

（
マ
マ
）

ご
と
ゝ
は
こ
の
し
る
L
を
し
め
す
な
り
け
り
と
い
ふ
人
も
侍
り
し
。

田
も
、
先
に
検
討
し
た
田
と
同
様
、
作
品
名
『
徒
然
草
』
を
明
記
し
て
い

る
。
こ
れ
は
『
徒
然
草
』
第
五
十
段
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
十
段

は
、
今
回
引
用
し
た
部
分
の
後
に
も
文
章
が
続
い
て
い
く
も
の
の
、
西
鶴
が

こ
の
段
を
利
用
す
る
際
に
は
、
応
長
の
頃
に
鬼
が
現
れ
、
人
々
が
「
昨
日
は
」

「
今
日
は
」
　
と
大
騒
ぎ
し
た
、
と
い
う
部
分
に
限
ら
れ
る
。
「
独
吟
百
韻
」

で
は
、
こ
の
頃
流
行
っ
て
い
る
塩
売
長
次
郎
と
い
う
名
の
放
下
師
を
、
「
昨

日
は
誰
が
、
今
日
は
自
分
が
見
た
」
　
と
い
っ
て
騒
い
で
い
る
と
表
現
し
て
い

る
の
だ
。
『
徒
然
草
』
第
五
十
段
を
利
用
し
、
「
独
吟
百
韻
」
　
と
同
じ
く
　
「
応
長
の

比
の
鬼
」
　
と
記
し
た
も
の
と
し
て
『
諸
艶
大
鑑
』
が
指
摘
で
き
る
。
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・
『
諸
艶
大
鑑
』
巻
八
－
三
「
終
に
は
掘
ぬ
き
の
井
筒
」
（
貞
享
元
≡
ハ
八
四
一
年
刊
）

「
い
や
、
丹
波
屋
の
井
筒
は
、
出
た
と
い
ふ
か
」
　
と
、
小
者
に
と
へ

ば
、
「
い
か
に
も
一
昨
日
、
宵
迄
は
何
の
事
も
な
き
勤
め
姿
、
然
も
茶

き
の
ふ
は
天
満
堀
川
の
あ
た
り
に
こ
が
れ
死

け
ふ
は

の
前
に
お
も
ひ
死
あ
る
と
申
て
悲
し
が
る
。
こ
れ

長
の
比

芝
居
よ
り
の
ぼ
り
子
共
あ
り
と
い
ヘ
ビ
も
、
当
地
に
尻
の
す
は
る
事

の
湯
の
案
内
ま
で
し
て
、
俄
に
か
く
の
仕
合
と
、
へ
ん
が
へ
し
て
、

西
国
へ
と
も
申
。
又
、

下
博
労
へ
根
引
と
も
沙
汰
い
た
し
、

又
、
長
堀
へ
と
も
申
。

噂
計
に
て
、
憧
成
事
は
し
れ
ず
。
是
も
、

固
旧
聞
凶
が
折
中
や
」
と
い
ふ
。

（11）

こ
こ
で
は
、
丹
波
屋
の
井
筒
と
い
う
遊
女
が
廓
を
出
た
こ
と
を
小
者
に
問

う
大
臣
が
措
か
れ
、
そ
の
小
者
が
井
筒
に
関
す
る
噂
を
答
え
て
い
る
。
小
者

は
、
井
筒
は
一
昨
日
ま
で
普
段
通
り
勤
め
て
い
た
が
、
今
は
西
国
へ
下
っ
た

と
も
、
下
博
労
の
方
に
身
請
け
さ
れ
た
と
も
、
長
堀
に
身
請
け
さ
れ
た
と
も

噂
さ
れ
て
い
る
が
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
言
い
、
続
け
て
、
「
是
も
、

応
長
の
比
の
鬼
が
折
申
や
」
と
答
え
る
。
井
筒
の
所
在
が
不
明
に
な
っ
た
こ

と
を
、
応
長
の
比
の
鬼
の
出
現
が
定
か
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
重
ね
合
わ
せ
、

「
応
長
の
比
の
鬼
」
が
掴
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
と
発
言
さ
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
「
応
長
の
比
の
鬼
」
　
と
い
う
形
で
は
な
い
が
、
第
五
十
段
を
利

用
し
た
も
の
に
『
難
波
の
白
ハ
は
伊
勢
の
白
粉
』
や
『
三
鉄
輪
』
が
あ
る
。

①
『
難
波
の
白
ハ
は
伊
勢
の
白
粉
』
巻
三
　
鈴
木
平
八
（
天
和
三
≡
ハ
八
三
一
年
刊
）

七
十
五
日
と
申
に
は
、
世
の
取
沙
汰
も
や
む
と
い
ヘ
ビ
、
此
人
の
事

ま
れ
也
。

②
『
三
鉄
輪
』
（
延
宝
六
二
六
七
八
一
年
刊
か
）

な
い
か
く
都
の
春
に
道
具
市

閻
切
叫
u
割

か
く
れ
ん
ぼ
ひ
ま
こ
の
末
や
尋
ぬ
ら
ん

（
『
定
本
』
第
十
三
巻
）

終
に
い
ひ
や
ま
ず
。
き
れ
い
な
る

口
上
に
か
み
こ
ろ
さ
れ
た
ひ
と
い

鈴
木
平
八
に
焦
が
れ
死
ぬ
人
々
が
、
「
昨
日
は
天
満
堀
川
」
　
「
今
日
は
御
堂

の
前
」
に
い
る
と
述
べ
、
「
鬼
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
も
の
の
、
「
応
長
の
比
」

「
伊
勢
」
と
い
う
語
句
を
用
い
な
が
ら
鈴
木
平
八
の
評
判
を
し
た
り
（
①
）
、

道
具
市
で
物
を
探
す
人
々
の
様
子
を
、
応
長
の
比
の
鬼
の
跡
目
を
捜
し
て
い

る
よ
う
だ
と
詠
ん
で
い
る
（
②
）
。
『
類
船
集
』
巻
二
「
鬼
」
の
項
に
も
、
「
『
つ

れ
ぐ
草
』
に
、
伊
勢
の
国
よ
り
女
の
お
に
に
な
り
た
る
を
ゐ
て
の
ぼ
り
た

る
と
有
。
」
　
と
引
か
れ
て
お
り
、
「
鬼
」
　
か
ら
連
想
さ
れ
る
代
表
的
な
話
の
一

つ
に
『
徒
然
草
』
第
五
十
段
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
「
独
吟
百

韻
」
　
に
お
い
て
西
鶴
は
　
「
応
長
の
比
の
鬼
」
　
と
記
し
て
お
り
、
単
に
　
「
鬼
」

と
は
記
し
て
い
な
い
。
「
応
長
の
比
」
　
と
い
う
言
葉
に
は
、
「
鬼
」
　
か
ら
連
想

さ
れ
る
話
の
中
か
ら
『
徒
然
草
』
第
五
十
段
の
鬼
の
話
ひ
と
つ
に
限
定
す
る

役
割
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
「
独
吟
百
韻
」
　
中
に
典
拠
と
し
て
明
記
さ
れ
る
『
徒
然
草
』
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二
例
を
見
て
き
た
。
匠
・
田
と
も
に
、
「
へ
な
た
り
貝
」
や
「
応
長
の
比
の

鬼
」
　
と
い
っ
た
、
ど
ち
ら
も
『
徒
然
草
』
の
記
述
が
元
と
な
り
付
合
に
な
っ

た
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
付
合
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
が
、
方
法
I
の
i
作
品
名
『
徒
然
草
』
を
明
記
を
す
る
際
の
特
徴
と
い

っ
て
も
よ
い
。

こ
の
特
徴
を
明
確
に
さ
せ
て
お
く
た
め
、
「
独
吟
百
韻
」
　
中
に
見
え
る
方

法
Ⅱ
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ひ
と
ま
ず
他
作
晶
の
記
述
に
お
け
る
方
法
I
の

1
を
一
覧
し
て
お
こ
う
。

又
は
難
波
の
大
寺
に
住
る
目
な
し
ち
ご
と
い
へ
る
化
物
な
る
べ
L

と
、
お
そ
ろ
し
き
を
欲
よ
り
堪
忍
し
て
、
と
も
し
火
そ
む
き
て
、
此

娘
が
気
に
入
て
見
L
に
、
夜
も
す
が
ら
身
添
、
明
て
も
た
は
ぶ
れ
や

む
事
な
し
。

・
『
徒
然
草
』
第
六
十
段

真
乗
院
に
、
盛
親
僧
都
と
て
や
ん
ご
と
な
き
智
者
あ
り
け
り
。
い

も
が
し
ら
と
い
ふ
も
の
を
こ
の
み
て
お
ほ
く
く
ひ
け
り
。
談
義
の
座

に
て
も
、
お
ほ
き
な
る
鉢
に
う
づ
た
か
く
も
り
て
、
ひ
ざ
も
と
に
を

き
つ
ゝ
、
く
ひ
な
が
ら
ふ
み
を
も
よ
み
け
り
。
（
中
略
）
田
倒
判
l
l
剖

四
　
他
作
晶
に
明
記
さ
れ
る
『
徒
然
草
』

る
法
師
を
見
て
、

「
し
ろ
う
る
り
」

い
ふ
名
を
つ
け
た
り
け
り
。
「
と

他
作
晶
に
お
い
て
、
典
拠
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
こ
と
を
直
接
記
し
て
利

用
し
て
い
る
（
方
法
I
の
i
）
の
は
、
以
下
の
団
～
図
で
あ
る
。

団
『
好
色
盛
衰
記
』
巻
二
土
　
「
見
ぬ
面
影
に
入
管
大
臣
」

（
貞
事
五
≡
ハ
八
八
一
年
刊
）

「
娘
が
事
を
す
ゑ
ぐ
頼
む
な
り
。
か
な
ら
ず
見
捨
給
ふ
な
。
共
か

は
り
に
は
、
せ
め
て
二
と
せ
も
過
た
ら
ば
、
財
宝
こ
な
た
に
渡
す
べ

し
」
　
と
、
た
の
も
し
く
念
比
に
の
給
ひ
て
、
娘
の
寝
所
に
入
れ
給
へ

ば
、
「
み
づ
か
ら
が
殿
子
か
」
　
と
い
ふ
声
つ
ね
に
替
り
、
形
は
し
か

も
美
女
め
き
て
、
目
も
鼻
も
な
く
、
つ
つ
ぺ
り
と
し
た
る
白
ハ
也
。
是

に
不
時
な
る
、
時
代
違
い
の
し
ろ
う
る
り

か
。

は
何
者
ぞ
」
　
と
人
の
聞
け
れ
ば
、
「
さ
る
物
を
我
も
知
ら
ず
。
も
し
あ

ら
ま
し
か
ば
、
此
僧
の
か
ほ
に
似
て
ん
」
　
と
ぞ
言
ひ
け
る
。

『
好
色
盛
衰
記
』
の
例
は
、
二
年
経
っ
た
ら
財
産
を
譲
る
と
言
わ
れ
、
金

目
当
て
で
娘
の
親
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
娘
の
寝
所
に
入
っ
た
主
人
公
が
、
目

も
鼻
も
目
立
た
ず
の
っ
ぺ
り
と
し
た
顔
つ
き
で
あ
る
娘
を
見
て
、
「
こ
れ
こ

そ
『
徒
然
草
』
に
見
え
る
、
あ
の
得
体
の
し
れ
な
い
　
「
し
ろ
う
る
り
」
が
時

代
を
間
違
え
て
今
の
世
に
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
　
と
考
え
る
場
面
で
あ

る
。こ
の
他
、
「
し
ろ
う
る
り
」
　
は
次
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

①
『
俳
誇
大
句
数
』
第
四
　
「
賦
何
　
（
一
字
露
顕
）
　
誹
譜
」

（
延
宝
五
二
六
七
七
一
年
序
）
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花
は
あ
っ
て
な
い
物
見
せ
う
吉
野
山

ー
つ
る
h
ソ

と
や
き
ゆ
る
白
雪

春
の
雨
愈
義
は
ひ
ぬ
に
極
り
て

②
『
胴
骨
』
（
西
国
編
　
延
宝
六
≡
ハ
七
八
一
年
西
鶴
序
）

（
『
定
本
』
第
十
巻
）

年
玉
が
有
と
も
な
い
と
も
箱
の
内
　
　
由
平

ー
つ
る
り

と
は
佗
人
の
つ
き
あ
い
　
西
鶴

璃
頬
も
か
ん
に
ん
つ
よ
い
世
中
に
　
西
国

（12）

③
『
両
吟
一
日
千
句
』
第
九
　
「
時
雨
」
　
（
西
鶴
・
友
雪
編
　
延
宝
七
≡
ハ
七
九
一
年
刊
）

露
は
時
雨
て
な
い
は
な
し
を

守
山
の
陰
も
か
た
ち
も
し
ろ
，
つ
る
り

草
津
の
姥
は
ぬ
ん
な
り
と
し
て

④
『
飛
梅
千
句
』
第
一
「
飛
梅
　
賦
鬼
何
俳
譜
」

ふ
し
ぎ
や
其
身
さ
ま
ぐ
の
雲

天
竺
に
も
し
あ
る
な
ら
ば

・
つ
る
h
ソ

咄
L
に
作
る
も
ろ
こ
し
の
山

（
西
鶴
編
　
延
宝
七
≡
（
七
九
）
年
刊
）

仁
交
西
鶴

酉
波
　
（
『
定
本
』
第
十
一
巻
上
）

と
し
て
詠
ま
れ
た
り
　
（
①
）
、
前
句
　
「
年
玉
が
有
と
も
な
い
と
も
箱
の
内
」

を
受
け
て
、
有
る
と
も
な
い
と
も
い
え
な
い
不
確
か
な
、
と
い
う
連
想
か
ら

「
白
う
る
り
と
は
佗
人
の
つ
き
あ
い
」
　
と
詠
ま
れ
、
付
句
で
は
、
「
自
う
る

り
」
　
を
の
っ
ぺ
り
し
た
顔
の
人
と
い
う
意
味
で
捉
え
、
「
白
う
る
り
」
　
と
呼

ば
れ
る
人
と
付
き
合
う
　
「
兼
好
」
　
を
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
　
（
②
）
。
そ
の

他
、
③
・
④
・
⑤
に
お
い
て
も
同
様
に
、
不
確
か
な
こ
と
や
実
態
の
な
い
も

の
か
ら
　
「
白
う
る
り
」
　
が
詠
み
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
用
例
か
ら
、
「
白
う
る
り
」
か
ら
．
は
実
態
の
な
い
も
の
や
の
っ
ぺ
り

と
し
た
顔
と
い
っ
た
連
想
が
働
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

回
『
西
鶴
織
留
』
巻
三
－
四
「
何
に
て
も
智
恵
の
振
売
」
（
元
禄
七
二
六
九
竺
年
刊
）

殊
更
一
疋
一
口
に
せ
し
人
、
俄
に
咽
を
く
る
し
め
け
る
。
是
は
い
か

に
と
見
る
に
、
雌
醐
創
d
痢
田
、
l
J
」
瑚
増
加
引
叫
利
用
可
鋤
釧
刻
扇

を
咽
に
立
、
さ
ま
ぐ
し
て
も
ぬ
け
る
事
な
く
、
此
難
義
す
べ
き
や

う
な
く
、
船
中
、
鞭
・
三
味
相
も
巾
を
や
め
て
、
『
つ
か
⊥
ぐ
、
ト
　
に

あ
し
が
な
へ

の
ご
と
く
迷
惑
し
て
、
命
も
あ
ぶ
な
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⑤
『
西
鶴
大
矢
数
』
第
十
三
　
「
何
使
」
　
（
延
宝
九
≡
ハ
八
二
年
刊
）

く
宿
に
帰
り
、

に
見
せ
て
も
は
か
ど
ら
ず
。

有
に
も
な
い
に
も
風
の
行
末

・
『
徒
然
草
』
第
五
十
三
段

出
次
第
の
口
に
ま
か
せ
て

・
フ
る
n
ソ

是
も
仁
和
寺
の

市・P
P

童
の
法
師
に
な
ら
む
と
す
る
名
残
と
て
、

寝
ら
れ
ぬ
時
の
伽
の
村
雨

「
白
う
る
り
」
　
は
、
前
句
の
　
「
な
い
物
」
　
に
つ
い
て
、
実
態
の
無
い
も
の

各
あ
そ
ぶ
こ
と
あ
り
け
る
に
、

て
興
に
入
あ
ま
り
、
か
た
は
ら
な

し
が
な
へ

を
取
り
て
頭
に
か
づ
き
た

つ
ま
る
や
う
に
す



る
を
、
鼻
を
を
し
ひ
ら
め
て
か
ほ
を
さ
し
い
れ
て
舞
出
た
る
に
、
活

劇
司
到
ヨ
引
判
割
引
瑚
q
l
l
l
u
嘲
り
引
矧
J
q
J
急
甥
l
l
叫
刺
の
d

屠
蘇
酒
に
酔
狂
し
て

し
が
な
へ

す
る
に
、

大
か
た
ぬ
か
れ
ず
。
酒
宴
こ
と
さ
め
て
、
い
か
ゞ
は
せ
ん

と
ま
ど
ひ
け
り
。

と
か
く
す
れ
ば
、
く
び
の
ま
は
り
か
け
て
血
た
り
、

た
ゞ
腰
に
は
れ
み
ち
て
息
も
つ
ま
り
け
れ
ば
、
う
ち
わ
ら
ん
と
す
れ

ど
、
た
や
す
く
わ
れ
ず
、
ひ
ゞ
き
て
た
へ
が
た
か
り
け
れ
ば
　
か
な

は
で
、
す
べ
き
や
う
な
く
て
三
あ
し
な
る
つ
の
ゝ
上
に
、

か
た
び
ら

を
う
ち
か
け
て
、
手
を
ひ
き
杖
を
つ
か
せ
て
、
京
な
る

り
、
ゐ
て
行
け
る
。
道
す
が
ら
、

人
の
あ
や
し
み
み
る
こ
と
か
ぎ
り

く
す
し

の
も
と
に
さ
し
入
て
、
む
か
ひ
ゐ
た
り
け
ん
あ
り
さ

ま
、
さ
こ
そ
こ
と
や
う
な
り
け
め
。

『
西
鶴
織
留
』
で
は
、
釣
り
針
が
さ
さ
っ
た
魚
を
そ
の
ま
ま
食
べ
て
し
ま

っ
た
た
め
に
喉
に
刺
さ
り
、
そ
れ
が
抜
け
る
こ
と
な
く
、
船
に
い
る
人
々
は

鼓
や
三
味
線
を
な
ら
す
の
も
や
め
て
迷
惑
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ

れ
は
『
徒
然
草
』
に
書
か
れ
た
　
「
法
師
の
あ
し
が
な
へ
」
　
の
よ
う
に
迷
惑
な

こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
だ
。
「
法
師
の
」
　
と
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
『
徒
然
草
』
第
五
十
三
段
の
　
「
あ
し
が
な
へ
」
　
の
話
で
あ
る
と
西
鶴
が

特
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
『
俳
誇
大
句
数
』
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

・
『
俳
譜
大
句
数
』
第
四
　
「
賦
何
　
（
一
字
露
顕
）
　
誹
誰
」

春
の
は
じ
め
の
興
の
さ
め
肌

野
辺
に
も
え
出
る
草
双
紙
よ
む

「
興
の
さ
め
肌
」
　
と
　
「
あ
し
が
な
へ
」
　
が
付
合
と
な
っ
て
い
る
。
『
類
船

集
』
「
惟
子
」
　
の
項
目
に
は
、
「
あ
し
が
な
へ
を
か
ぶ
り
て
ぬ
け
か
ね
て
み
つ

あ
し
な
る
角
の
上
に
惟
子
を
打
か
け
て
と
か
け
り
。
」
　
と
あ
り
、
ま
た
、
「
酒

盛
」
　
の
項
目
に
は
　
「
あ
し
が
な
へ
を
か
ぶ
り
L
は
一
興
な
れ
ど
も
後
は
こ
と

さ
め
た
り
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「
あ
し
が
な
へ
」
と
い
え
ば
『
徒
然
草
』

第
五
十
三
段
が
連
想
さ
れ
、
興
が
さ
め
る
と
い
う
こ
と
と
し
て
十
分
に
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
西
鶴
も
、
「
興
が
さ
め
る
こ
と
」
　
と
い
え

ば
『
徒
然
草
』
の
　
「
あ
し
が
な
へ
」
　
を
連
想
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

団
『
俳
語
石
車
』
巻
之
四
「
憎
む
程
黒
の
か
た
勝
競
駈
」

（
元
禄
四
≡
ハ
九
一
一
年
刊
）

〓
二
ヱ

○
推
古
天
皇
七
年
五
月
五
日
に
、
於
レ
大
和
免
田
野
。
一
、
駈
レ
鹿
。
是
、

ロ

ク

ジ

ヨ

ウ

鹿
茸
を
取
せ
給
ふ
薬
狩
也
。

万
葉
集
十
六
　
　
　
　
　
　
為
。
レ
鹿
ノ
レ
述
ル
痛
ヲ
歌
。
乞
食
者
読
リ

卯
月
と
や
五
月
の
こ
と
に
薬
が
り
つ
か
ふ
る
時
に
と
読
た
り

同
集
第
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
本
人
麿

夏
野
行
男
鹿
の
角
の
束
の
間
も
妹
が
心
を
忌
れ
て
恩
へ
や

此
歌
四
月
四
日
に
読
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
持

牡
若
衣
に
す
り
つ
け
ま
す
ら
を
が
き
そ
ひ
狩
す
る
月
も
采
に
け
り

ト

ク

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

ソ

ク

○
『
礼
記
』
月
令
。
、
五
月
鹿
ノ
角
解
ト
ア
レ
ド
モ
少
々
遅
速
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あ
る
事
、
物
事
ノ
例
ナ
リ
。
四
月
五
日
・
五
月
五
日
。
狩
給
ふ
也
。

○
『
倭
名
集
』
薬
の
部
。
云
、

鹿
角
ノ
初
テ
生
ズ
ル
也
。

ロ
ク
∴
ソ
十
り

鹿
茸
（
和
名
鹿
乃
／
和
加
豆
乃
）

○

茸
を
躾
べ
か
ら
ず
書
る
も
、
競

駈
の
鹿
也
。

此
外
諸
書
に
、
競
駈
は
鹿
狩
の
事
に
極
り
て
見
え
た
り
。
同
じ
五
月
五

日
に
百
草
摘
と
る
事
あ
れ
ば
、
是
に
履
違
へ
た
る
京
の
牛
の
沓
也
。

『
徒
然
草
』
第
百
四
十
九
段

茸

を
鼻
に
あ
て
1
嗅
べ
か
ら
ず
。
ち
い
さ
き
虫
あ
り
て
、
鼻
よ
り

入
て
脳
を
は
む
と
云
へ
り
。

『
俳
語
石
車
』
で
は
、
「
鹿
茸
」
　
と
い
う
特
異
な
語
句
を
『
徒
然
草
』
第

百
四
十
九
段
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
『
類
船
集
』
に
も
、

「
喚
」
　
と
し
て
、
「
鹿
茸
を
鼻
に
あ
て
1
か
ぐ
べ
か
ら
ず
と
い
へ
り
。
」
　
と
あ

る
よ
う
に
　
「
鹿
茸
」
　
の
語
が
単
独
で
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
『
徒
然
草
』
か

ら
の
も
の
で
あ
る
と
特
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

囲
『
西
鶴
大
矢
数
』
第
二
十
「
恋
何
」

勝
を
見
せ
た
る
宿
の
囲

こ
よ
な
う
な
ぐ
さ
む
わ
ざ
な
る
。
文
は
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、

ハ

タ

シ

プ

ン

ジ

ユ

ク

白
氏
文
集
、
老
子
の
こ
と
ば
、
南
華
の
篇
。
比
国
の
博
士
共
の
か
け

る
も
の
も
、
い
に
L
へ
の
は
あ
は
れ
な
る
事
お
ほ
か
り
。

『
西
鶴
大
矢
数
』
第
二
十
で
は
、
前
句
を
「
勝
ち
を
見
せ
た
こ
と
だ
、
宿

の
灯
火
の
も
と
で
」
　
と
解
釈
し
て
、
「
つ
れ
づ
れ
さ
を
『
徒
然
草
』
本
文
を

踏
ま
え
て
心
付
け
と
し
た
句
の
付
け
方
に
は
、
長
点
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
」

と
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
『
徒
然
草
』
第
十
三
段
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
、
『
徒
然
草
』
第
十
三
段
を
利
用
し
て
い
る
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
『
好
色
五
人
女
』
巻
三
－
一
「
姿
の
関
守
」
　
（
貞
章
二
≡
ハ
八
六
一
年
刊
）

年
の
程
三
十
四
五
と
見
え
て
、
首
筋
立
の
び
、
目
の
は
り
り
ん
と
し

て
、
額
の
は
へ
ぎ
は
自
然
と
う
る
は
し
く
、
鼻
、
お
も
ふ
に
は
す
こ

し
高
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
堪
忍
比
な
り
。
下
に
白
ぬ
め
の
ひ
っ
か
へ

し
、
中
に
浅
黄
ぬ
め
の
ひ
っ
か
へ
し
、
上
に
椛
つ
め
の
ひ
っ
か
へ
し

94

に
、
本
給
を
か
1
せ
て
、
左
の
袖
に

ひ
と
り

灯
の
も
と
に

な
ど
見
て
の
も
ん
だ
ん
、
さ
り
と
は
子
細

つ
れ
ぐ
の
心
付
に
は
長
点
か

下
戸
な
ら
ぬ
こ
そ
明
日
の
朝

・
『
徒
然
草
』
第
十
三
段

独
園
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、

ら
し
き
物
好
み
、
帯
は
敷
瓦
の
折
ひ
ろ
う
ど
、
御
所
か
づ
き
の
取
ま

は
し
、
薄
色
の
絹
足
袋
、
三
筋
緒
の
雪
踏
、
音
も
せ
ず
あ
り
き
て
、

わ
ざ
と
な
ら
ぬ
腰
の
す
わ
り
、
「
あ
の
男
め
が
果
報
」
　
と
見
る
時
、

何
か
し
た
ぐ
へ
物
を
い
ふ
と
て
、
口
を
あ
き
し
に
、
下
歯
一
枚
ぬ

け
L
に
恋
を
覚
し
ぬ
。



②
『
独
吟
一
日
千
句
』
第
五

衆
生
は
み
な
く
消
る
「
追
善
俳
譜
」
（
延
宝
三
≡
ハ
七
重
年
序
）

と
も
し
火

見
ぬ
世
の

を
恩
ひ
出
し

お
た
づ
ね
申
す
賀
茂
の
方
丈

③
『
西
鶴
大
矢
数
』
第
七
　
「
難
波
何
」

稜
を
二
つ
に
て
た
て
横
の
島

（13）

園
の
か
す
か
な
宿
の
独
す
ぎ

国
軍
の
こ
る
木
枕

こ
れ
ら
の
用
例
を
見
る
と
「
灯
」
と
い
う
語
句
が
　
「
ふ
る
き
文
」
を
導
き

だ
し
　
（
①
）
、
ま
た
、
「
見
ぬ
世
の
人
（
友
）
」
を
導
き
出
し
て
い
る
　
（
②
・

③
）
　
こ
と
が
分
か
る
。
『
類
船
集
』
に
も
、
「
慰
」
　
の
事
項
と
し
て
、
「
ひ
と

り
灯
の
本
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
み
ぬ
よ
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
こ
よ
な
う
な
ぐ
さ

む
わ
ざ
な
り
と
か
け
り
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
灯
」
　
は
『
徒
然
草
』
第
十

三
段
を
連
想
さ
せ
る
語
句
で
あ
っ
た
。

以
上
、
一
通
り
例
を
挙
げ
て
み
た
が
、
団
『
好
色
盛
衰
記
』
巻
二
－
二
し

ろ
う
る
り
」
、
回
『
西
鶴
織
留
』
巻
三
1
四
「
あ
し
が
な
へ
」
、
囲
『
俳
譜
石

車
』
巻
之
四
「
鹿
茸
」
、
回
『
西
鶴
大
矢
数
』
第
二
十
「
灯
」
の
四
例
の
よ

う
に
、
『
徒
然
草
』
と
明
記
さ
れ
る
場
合
に
引
用
さ
れ
る
語
句
は
、
そ
の
章

段
の
主
題
を
捉
え
た
語
句
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
付
合
と
し
て
も
十
分
に

認
知
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
「
独
吟
百
韻
」

中
の
田
「
へ
な
た
り
貝
」
・
田
「
応
長
の
比
の
鬼
」
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え

る
。こ
こ
で
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
応
長
の
比

の
鬼
」
・
「
し
ろ
う
る
り
」
・
「
あ
し
が
な
へ
」
・
「
灯
」
に
つ
い
て
は
、
作
者
名

「
兼
好
」
や
「
吉
田
の
法
師
」
を
示
す
形
で
典
拠
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
こ

と
を
明
記
す
る
例
（
方
法
I
の
‥
Ⅲ
）
と
、
典
拠
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
こ
と

を
明
記
せ
ず
、
同
車
段
を
利
用
す
る
例
（
方
法
Ⅱ
）
と
が
と
も
に
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
方
法
I
の
‥
Ⅲ
に
つ
い
て
は
、
作
品
名
そ
の
も
の

で
は
な
い
に
せ
よ
、
作
者
兼
好
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
『
徒
然
草
』
を

明
瞭
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
方
法
I
の
1
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は

生
ま
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
方
法
Ⅱ
が
見
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
作
品
か
、
い
ま
一
度
列
挙

し
て
お
く
と
、
『
諸
艶
大
鑑
』
・
．
『
難
波
の
白
ハ
は
伊
勢
の
白
粉
』
・
『
三
鉄
輪
』
・

『
俳
譜
大
句
数
』
・
『
両
吟
一
日
千
句
』
・
『
飛
梅
千
句
』
・
『
西
鶴
大
矢
数
』
と

な
る
。
全
て
で
は
な
い
が
、
そ
の
大
部
分
が
俳
譜
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
俳
語
で
あ
れ
ば
字
数
の
制
限
も
あ
り
、
明
記
で
き
な
い

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
、
付
合
と
し
て
認
識
さ
れ
て
当
然
の
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
俳
譜
に
お
い
て
「
応
長
の
比

の
鬼
」
二
し
ろ
う
る
り
」
・
「
あ
し
が
な
へ
」
二
灯
」
と
い
え
ば
、
明
記
す
る

ま
で
も
な
く
『
徒
然
草
』
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
付
合
と
し

て
認
識
さ
れ
て
当
然
の
も
の
だ
、
と
い
う
西
鶴
の
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
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は
な
か
ろ
う
か
。

五
　
明
記
さ
れ
な
い
『
徒
然
草
』

そ
れ
で
は
、
「
独
吟
百
韻
」
　
に
お
け
る
方
法
Ⅱ
『
徒
然
草
』
と
明
記
さ
れ

な
い
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
典
拠
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
こ
と
が
確
実

に
判
断
出
来
る
も
の
か
ら
先
に
検
討
し
て
み
る
。

図
第
十
六
句
　
高
野
へ
あ
げ
る
銀
は
先
待
て
　
（
自
註
略
）

第
十
七
句
　
闇
国
昭
瑚
吋
刷
机

商
人
の
沌
世
い
そ
が
は
し
く
、
町
人
の
宣
ん
・
は
天
秤
・
「
轟
盤
の

音
高
く
、
大
帳
に
付
込
、
一
年
中
の
算
用
づ
め
と
て
か
し
か
ま
し
。

の
明
る
迄
か
け
ま
は
る
事
あ
り
。
其
暁
と
句
作
せ
L
は

「
高
野
山
」
　
へ
の
付
寄
也
。

第
十
八
句
　
姫
に
四
つ
身
の
似
よ
ふ
染
衣
　
（
自
註
略
）

・
『
徒
然
草
』
第
十
九
段

つ
ご
も
り
の

い
た
う
く
ら
き
に
、
松
ど
も
と
も
し
て
、
夜
半

然
草
』
第
十
九
段
の
引
用
箇
所
は
商
人
の
大
晦
日
の
様
子
を
描
い
た
も
の
だ

と
す
る
近
世
初
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
注
釈
の
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
独
吟
百
韻
」
　
に
は
明
確
に
「
商
人
の
渡
世
い
そ
が
は
し
く
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
『
徒
然
草
』
と
似
通
っ
て
い
る
の
は
、
四
角
で
囲
ん
だ
共
通
語
句
の

み
で
は
な
い
。
『
徒
然
草
』
で
は
　
「
夜
半
す
ぐ
る
ま
で
人
の
門
た
ゝ
き
に
は

し
り
あ
り
き
て
」
　
と
あ
る
所
が
、
「
独
吟
百
韻
」
　
で
は
　
「
算
用
づ
め
」
　
で
人

々
は
騒
い
で
お
り
、
「
夜
の
明
る
迄
か
け
ま
は
る
事
あ
り
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
独
吟
百
韻
」
　
の
先
行
の
注
釈
で
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
指
摘
は
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
第
十
七
句
と
そ
の
日
註
に
『
徒
然
草
』
第
十
九
段
の
投
影
が

あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
左
の
用
例
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。
『
徒
然
草
』
第

十
九
段
の
引
用
箇
所
が
、
他
の
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い

る
か
を
見
て
み
よ
う
。

．
『
難
波
土
琴
菊
子
編
元
禄
六
年
≡
ハ
九
三
｝
年
刊
）

▲
宵
に
は
泣
て
笑
ふ
明
ぼ
の

掛
乞
に
内
義
断
り
い
ひ
仕
舞
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す
ぐ
る
ま
で
人
の
門
た
ゝ
き
に
は
し
り
あ
り
き
て
、

何
事
に
か
あ

の
せ
は
し
さ

好

出

こ
と
ぐ
し
く
の
1
し
り
て
あ
L
を
そ
ら
に
ま
ど
ふ
が
、

よ
り
さ
す
が
に
音
な
く
な
り
ぬ
る
こ
そ
、
年
の
名
残
も
心

笥
嘲
れ
l
。

町
人
物
の
浮
世
草
子
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
多
く
の
指
摘
が
あ
る
通
り
、
『
徒

今
の
よ
の
有
様
か
は
る
事
な
し
。

亭
主
出
ち
が
ふ
て
、
閻
園
田
に

帰
り
て
年
を
と
る
さ
ま
お
か
し
。

・
『
好
色
五
人
女
』
巻
四
－
一
「
大
節
季
は
お
も
ひ
の
閤
」



棚
下
を
引
連
立
て
、
こ
ん
〈
小
目
く
ら
に
お
壱
文
く
だ
さ
れ
ま
せ

い
の
声
や
か
ま
し
く
、
古
札
納
め
ざ
つ
木
売
、
枢
か
ち
栗
か
ま
く
ら

海
老
、
通
町
に
は
は
ま
弓
の
出
見
世
、
新
物
た
び
雪
踏
、

か

ね

よ

し

に
し
て

好

お
も
ひ
合
て
、
今
も
世
帯
も
つ
身
の
い

・
『
徒
然
草
』
第
三
十
段

人
の
な
き
跡
ば
か
り
か
な
し
き
は
な
し
。
（
中
略
）
　
年
月
へ
て
も
つ

ゆ
わ
す
る
1
に
は
あ
ら
ね
ど
、
去
も
の
は
日
々
に
う
と
し
と
い
へ

る
こ
と
な
れ
ば
、
さ
は
い
ヘ
ビ
、
其
き
は
ば
か
り
は
覚
え
ぬ
に
や
、

と
ま
な
き
事
に
ぞ
有
け
る
。

『
難
波
土
産
』
で
西
鶴
は
、
大
晦
日
の
忙
し
い
さ
ま
は
、
兼
好
が
『
徒
然

草
』
で
書
き
始
め
た
こ
と
で
あ
り
、
今
の
世
の
中
の
あ
り
さ
ま
も
そ
れ
に
変

わ
る
こ
と
は
な
い
、
と
批
評
し
、
「
掛
乞
に
内
義
断
り
い
ひ
仕
舞
」
の
句
は
、

大
晦
日
に
借
金
に
追
わ
れ
る
主
人
が
借
金
取
り
と
顔
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に

わ
ざ
と
外
出
し
、
残
さ
れ
た
内
義
が
借
金
取
り
に
言
い
訳
を
し
て
い
る
句
だ

と
補
足
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
『
好
色
五
人
女
』
で
も
、
『
徒
然
草
』
の

「
足
を
そ
ら
に
し
て
」
　
と
い
う
表
現
を
引
用
し
、
節
季
じ
ま
い
の
、
地
に
足

が
つ
か
な
い
程
の
忙
し
い
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。

国
男
三
十
句
　
小
判
拝
め
る
時
も
有
け
り
　
（
自
註
略
）

第
三
十
一
句
　
掘
当
て
哀
れ
棺
桶
の
瑚
瑚
可

む
か
し
は
棺
に
形
を
入
る
時
、
よ
し
あ
る
人
は
金
銀
、
又
は
朱
う

よ
し
な
し
ご
と
い
ひ
て
う
ち
も
わ
ら
ひ
ぬ
。

か
ら
は
、

け
う
と
き

山
の
中
に
お
さ
め
て
、
さ
る
べ
き
日
ば
か
り
ま
う
で
つ
ゝ
み
れ

程
な
く
卒
都
婆
も
苔
む
し
、
木
葉
ふ
り
ー
ケ
づ
み
て
、
夕
の
嵐
、
－
蘭

の
月
の
み
ぞ
こ
と
と
ふ
よ
す
が
な
り
け
る
。
お
も
ひ
出
て
し
の
ぶ

人
あ
ら
ん
ほ
ど
こ
そ
あ
ら
め
、
そ
も
又
程
な
く
う
せ
て
閉
っ
た
ふ

る
ば
か
り
の
末
々
は
、
あ
は
れ
と
や
は
お
も
ふ
。

さ
る
は
、
跡
と

刃
瑚
習
利
剣
叫
噂
1
－
－
叫
づ
珂
叫
刃
幻
剰
到
相
同
u
旬
刊
l
l
J
判

ん
・
再
拝
の
章
直
み
ぞ
、
心
ふ
∴
∵
ケ
人
け
∵
㌻
n
力
と
み
る
べ
き
▲
冥

は
て
は
嵐
に
む
せ
び
し
松
も
、

千
年
を
ま
た
で
薪
に
く
だ
か
れ
、
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ふ
る
き
墓
は
す
か
れ
て
田
と
な
り
ぬ
。
そ
の
か
た
だ
に
な
く
な
り

る
L
に
て
か
た
め
け
る
と
い
へ
り
。
其
時
代
過
て
、

ふ
る
き
塚
は

す
か
れ
て
田
と

野
夫
の
鋤
に
あ
た
り
て
、
此
世
の
風
に
形
は

消
へ
行
、
金
は
く
ち
せ
ず
残
り
し
。
是
は
只
人
な
ら
ず
、
と
心
な

き
身
も
拝
し
け
る
付
寄
也
。

第
三
十
二
句
　
寺
号
の
田
地
北
の
松
ば
ら
　
（
自
註
略
）

ぬ
る
ぞ
か
な
し
き
。

図
は
、
『
徒
然
草
』
第
三
十
段
に
拠
る
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
ふ
る
き

塚
は
す
か
れ
て
田
と
成
」
と
い
う
表
現
は
『
文
選
』
の
古
詩
十
九
首
か
ら
の

引
用
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
は
特
に
有
名
で
あ
っ
た

フ
ん
キ

と
み
え
、
『
類
船
集
』
巻
二
に
も
、
「
旧
」
　
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
「
ふ
る

き
塚
は
す
か
れ
て
田
と
な
り
ぬ
。
」
が
引
か
れ
て
お
り
、
ま
た
巻
三
に
は
「
薪
」

ス

カ

レ

テ

　

　

　

ナ

リ

　

　

　

　

ク

ダ

ケ

テ

の
項
に
お
い
て
も
、
「
古
・
基
準
田
と
為
、
松
柏
推
薪
と
な
る
」
と
あ
り
、



付
合
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

「
独
吟
百
韻
」
第
三
十
一
句
は
、
棺
桶
の
中
の
死
骸
は
朽
ち
果
て
て
消
え

て
し
ま
っ
て
も
、
一
緒
に
埋
葬
し
た
小
判
だ
け
は
残
っ
て
い
る
、
と
い
う
状

況
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
徒
然
草
』
第
三
十
段
中
で
描
か
れ

る
、
卒
都
婆
も
苔
む
し
て
嵐
に
さ
ら
さ
れ
、
土
に
埋
め
ら
れ
た
亡
骸
さ
え
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
に
酷
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
西

鶴
は
『
文
選
』
で
は
な
く
『
徒
然
草
』
を
典
拠
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
諸
艶
大
鑑
』
巻
四
－
三
に
も
、
「
塚
も
す
か
れ
て
、
年
貢
地
と
成
片
陰

に
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
『
諸
艶
大
鑑
』
の
例
で
は
、
「
田
と
な
り
」
　
を
そ

の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
は
な
く
「
年
貢
地
」
と
言
い
換
え
、
昔
は
人
の
亡
骸

を
埋
め
て
い
た
土
地
が
今
は
年
貢
を
取
り
立
て
ら
れ
る
田
と
な
っ
た
と
表
現

し
て
い
る
。

四
弟
四
十
八
句
　
弥
生
の
鰻
を
に
く
や
又
売
る
　
（
自
註
略
）

第
五
十
句
　
松
に
入
日
を
お
し
む
碁
の
負

（
自
註
略
）

・
『
徒
然
草
』
第
十
九
段

折
ふ
し
の
う
つ
り
か
は
る
こ
そ
、
も
の
ご
と
に
哀
な
れ
。
「
も
の
1

あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ
」
　
と
人
ご
と
に
い
ふ
め
れ
ど
、
そ
れ
も

さ
る
物
に
て
、
今
一
き
は
こ
1
ろ
も
う
き
た
つ
も
の
は
、
春
の
け

し
き
に
こ
そ
あ
め
れ
。
鳥
の
こ
ゑ
な
ど
も
事
の
外
に
春
め
き
て
、

の
ど
や
か
な
る
日
影
に
、
垣
根
の
草
も
え
出
る
比
よ
り
、
や
1
春

ふ
か
く
霞
わ
た
り
て
、
花
も
や
う
く
け
し
き
だ
つ
ほ
ど
こ
そ
あ

れ
、
折
し
も
雨
風
う
ち
つ
ゞ
き
て
、
心
あ
は
た
ゞ
し
く
ち
り
過
ぬ
。

青
葉
に
な
り
行
ま
で
よ
ろ
づ
に
只
心
を
の
み
ぞ
な
や
ま
す
。
は
な

橘
は
名
に
こ
そ
お
へ
れ
、
な
を
梅
の
に
ほ
ひ
に
ぞ
、
い
に
L
へ
の

こ
と
も
立
か
へ
り
恋
し
う
お
も
ひ
出
ら
る
ゝ
。
山
吹
の
き
よ
げ
に
、
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の
お
ぽ
っ
か
な
き
さ
ま
し
た
る

す
べ
て
お
も
ひ
す
て
が
た
き

第
四
十
九
句

山
藤
の
覚
束
な
き
は
楽
出
家

大
か
た
は
世
に
捨
ら
れ
道
心
の
山
居
、
さ
の
み
何
を
か
あ
り
が
た

（
マ
マ
）

き
と
も
事
と
も
覚
え
ず
、
せ
ん
か
た
な
く
て
、
松
の
ち
り
薬
に
煙

を
立
て
暮
し
ぬ
。
又
、
世
を
捨
て
思
ひ
入
る
山
、
一
た
び
殊
勝
な

れ
ど
も
、
勝
手
不
自
由
に
あ
ら
ぬ
よ
り
、
む
か
し
の
生
肴
に
心
移

し
て
俗
に
か
へ
る
人
、
数
を
し
ら
ず
。
前
句
の
　
「
弥
生
」
　
に
よ
せ

て
商
圏
と
出
す
事
、
法
師
、
心
「

め
の
句
作
り
也
。

束
な
き
」
　
と
い
は
ん
た

事
お
ほ
し
。

田
で
は
、
自
註
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
山
藤
の
」
と
い
う
初
句
は
、
「
覚

束
な
き
」
　
と
い
う
こ
と
を
導
く
た
め
の
枕
詞
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
『
徒
然
草
』
第
十
九
段
の
　
「
山
吹
の
き
よ
げ
に
藤
の
お
ぽ
っ
か
な
き

さ
ま
し
た
る
、
す
べ
て
お
も
ひ
す
て
が
た
き
事
お
は
し
。
」
　
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。「
藤
」
　
と
　
「
覚
束
な
し
」
　
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
例
が

あ
る
。



・
『
諸
艶
大
鑑
』
巻
八
－
四
　
「
有
ま
で
美
人
執
行
」

か
1
る
風
景
く
ら
べ
て
は
、
松
島
磯
で
も
あ
ら
ず
。
い
に
L
へ
の

歌
人
の
一
目
見
ば
、
残
す
べ
き
に
月
も
あ
た
ら
影
な
る
べ
L
と
、

麓
は
る
か
に
あ
が
れ
ば
、
冬
咲
同
闇
岡
田
闇
田
、
誰
が
袖
の

匂
ひ
あ
さ
く
、
唐
房
も
色
を
む
か
し
に
埋
み
、
落
葉
に
ま
じ
る
に
、

人
皆
お
ど
ろ
き
、
依
草
附
木
の
生
霊
か
と
立
寄
見
る
に
、
是
よ
り

臼
善
光
寺
の
道
と
し
る
せ
り
。

・
『
好
色
五
人
女
』
巻
三
－
二
　
「
し
て
や
ら
れ
た
枕
の
夢
」

詫
ぬ
れ
ば
身
を
浮
草
の
ゆ
か
り
尋
て
、
今
小
町
と
い
へ
る
娘
ゆ
か

し
く
、
見
に
ま
か
り
け
る
に
、
過
し
春
、
四
条
に
関
居
て
兄
と
が

愛
に
む
さ
し
野
の
広
き
か
た
か
げ
金
竜
山
の
ほ
と
り
に
、
笹
か
り

あ

づ

主

葺
の
四
阿
屋
つ
く
り
て
、
南
う
け
の
窓
の
あ
け
く
れ
、
け
ぶ
り
わ

づ
か
に
立
の
ぼ
り
、
此
所
に
し
て
、
近
年
の
仕
出
し
焼
、
土
器
の

細
工
し
て
、
け
ふ
を
な
り
わ
ひ
に
お
く
れ
る
男
の
住
め
り
。
其
心

わ
だ
か
圭

ざ
し
岨
り
も
な
く
、
清
く
流
る
ゝ
水
に
ひ
と
し
く
、
身
の
程
も
は

や
初
老
の
浪
た
つ
春
を
か
さ
ね
し
。
桜
山
の
や
さ
し
く
、
園
嘲
瑚

の
見
よ
げ
に
、

束
な
き
風
情
を
も
し
ら
ず
。
野
辺
ち
か
き
菜
種

め
し
中
に
も
、

を
か
ざ
し
て

見
束
な
き

さ
ま
し
た
る
人
、
是
ぞ

と
こ
が
れ
て
、
な
ん
の
か
の
な
し
に
、
縁
組
を
取
い
そ
ぐ
こ
そ
お

か
し
け
れ
。

ひ

と

さ

し

・
『
武
道
伝
来
記
』
巻
三
－
一
「
人
指
ゆ
び
が
三
百
石
」
（
貞
享
四
天
八
七
一
年
刊
）

同
じ
組
中
間
、
亀
石
仁
左
衛
門
末
子
仁
七
郎
、
今
年
十
六
満
足
に

生
れ
付
、
伊
織
子
に
し
て
恥
か
し
か
ら
ね
ば
、
是
を
取
持
内
証
相

済
、
御
前
へ
御
訴
詔
中
ま
で
の
折
ふ
し
、
笥
副
詞
功

と
い
へ
る
真
言
寺
の
花
盛
に
、
若
盛
の
人
酒
に
暮
し
、

束
な
く

佐
太
右
衛
門
と
い
ふ
男
、
人
の
咄
L
を
外
に
な
し
て
、
先

ぷ

ん

ぷ

の
花
の
み
詠
め
く
れ
て
、
蚊
虻
の
声
な
ど
、
麦
わ
ら
笛
に
夏
か
と

思
ふ
ば
か
り
。

こ
の
よ
う
に
、
「
藤
」
と
「
覚
束
な
し
」
　
の
組
み
合
わ
せ
が
、
あ
る
種

の
定
型
句
の
よ
う
に
、
西
鶴
の
中
で
付
合
と
し
て
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
『
武
道
伝
来
記
』
に
い
た
っ
て
は
、
山
吹
が
色
濃
く
咲
く
、

岸
の
坊
と
い
う
真
言
宗
の
寺
の
花
盛
り
に
、
若
盛
り
の
人
た
ち
が
酒
宴
を
開

い
て
日
を
過
ご
し
、
足
元
も
覚
束
な
く
酔
っ
て
い
る
時
、
性
格
も
「
覚
束
な
」

い
、
つ
ま
り
、
い
い
加
減
な
「
藤
村
佐
太
右
衛
門
」
と
い
う
男
が
い
て
、
と

い
う
よ
う
に
人
の
性
格
と
名
前
に
も
利
用
さ
れ
、
人
物
の
説
明
に
『
徒
然
草
』

が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
　
「
独
吟
百
韻
」
　
の
第
四
十
九

句
に
お
い
て
　
「
山
藤
の
」
が
　
「
覚
束
な
し
」
と
い
う
た
め
の
枕
詞
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

4
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新
し
き
事
は
、
伊
織
養
子
に
仁
七
郎
極
れ
り
。

・
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
巻
一
－
一
「
花
笠
は
忍
び
の
種
」
（
元
禄
六
≡
ハ
九
三
一
年
刊
）

団
～
団
で
は
、
「
独
吟
百
韻
」
に
見
え
る
、
典
拠
を
明
記
せ
ず
に
『
徒
然



草
』
を
引
用
し
た
り
、
加
工
し
て
利
用
す
る
（
方
法
Ⅱ
）
箇
所
を
個
々
に
検

討
し
て
き
た
。
西
鶴
は
、
典
拠
を
明
記
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
付
合
と

し
て
も
意
識
さ
れ
る
よ
う
な
『
徒
然
草
』
章
段
中
の
中
心
と
な
る
言
葉
や
主

題
を
示
し
た
表
現
だ
け
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

六
　
『
徒
然
草
』
典
拠
説
の
再
検
討

以
上
、
明
記
さ
れ
な
い
『
徒
然
草
』
と
し
て
、
典
拠
を
明
記
し
て
い
な
い

も
の
の
『
徒
然
草
』
本
文
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
に
判
断
出
来
る
例

を
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
「
独
吟
百
韻
」
　
の
先
行
の
注
釈
で
は
、
こ
の

他
に
も
『
徒
然
草
』
の
影
響
と
す
る
例
が
あ
る
の
で
検
討
し
て
み
よ
う
。
先

行
の
注
釈
に
お
い
て
『
徒
然
草
』
の
指
摘
が
あ
る
表
現
に
点
線
を
付
し
た
。

回
弟
二
十
一
句
　
春
の
花
皆
春
の
風
春
の
雨
　
　
（
自
註
略
）

第
二
十
二
句
　
朽
木
の
柳
生
死
見
付
る

さ
れ
ば
人
間
の
生
死
も
お
も
へ
ば
、
風
に
の
が
れ
ぬ
美
花
の
ご
と
し
。

目
前
に
す
が
た
を
ち
ら
す
事
、
人
又
朽
木
の
青
柳
、
す
こ
し
の
水
の

勢
、
今
に
も
お
れ
な
ば
息
の
絶
る
に
同
じ
。
是
を
お
も
へ
ば
、
た
の

し
み
は
手
樽
、
何
事
も
胡
蝶
の
夢
と
さ
だ
め
て
、
春
め
く
、
下
戸

も
百
年
の
春
に
は
あ
ふ
事
な
し
。

第
二
十
三
句
　
跡
へ
も
ど
れ
氷
の
音
に
諏
訪
の
海
　
（
自
註
略
）

・
『
徒
然
草
』
第
五
十
八
段

「
道
心
あ
ら
ば
住
所
に
L
も
よ
ら
じ
。
家
に
あ
り
、
人
に
ま
じ
は

る
と
も
、
道
を
願
は
む
に
か
た
か
る
べ
き
か
は
」
　
と
い
ふ
は
、
さ

ら
に
道
知
ら
ぬ
人
な
り
。
げ
に
は
、
此
埋
牽
堕
聖
望
彗
．
必
生
死

叡
埠
ん
d
思
ば
．
む
妃
、
何
の
興
あ
り
て
か
、
朝
夕
君
に
つ
か
へ
、

家
を
か
へ
り
み
る
い
と
な
み
の
い
さ
ま
L
か
ら
ん
。
心
は
え
ん
に

ひ
か
れ
て
う
つ
る
る
も
の
な
れ
ば
、
閑
か
な
ら
で
は
、
道
は
行
じ

が
た
し
。

固
弟
四
十
九
句
　
山
藤
の
覚
束
な
き
は
楽
出
家
　
　
（
自
註
略
）

第
五
十
句
　
松
に
入
日
を
お
し
む
碁
の
負

此
付
か
た
、
「
松
」
　
は
　
「
藤
」
　
に
よ
せ
て
正
風
の
俳
体
な
り
。
「
入

日
」
は
う
ち
か
ゝ
り
て
碁
を
惜
み
し
心
行
也
。
出
家
亦
苦
し
で
㌢

蛍
展
顧
み
の
萄
叫
告
げ
薯
に
心
を
痍
す
嘩
1
貌
却
叫
↓
米
軍
．
．

仏
の
塔
は
外
に
疎
な
べ
U
．
。
是
ぞ
「
覚
束
な
き
」
所
は
な
れ
が
た

し
。

第
五
十
一
句
　
那
古
の
浦
一
商
ひ
の
風
も
み
ず
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「
惣
じ
て
慰
む
事
に
ふ
か
ふ
好
き
入
事
な
か
れ
」
　
と
か
し
こ
き
人

の
試
せ
．
し
。
其
事
ば
か
り
お
も
し
ろ
く
成
て
、
外
を
わ
す
る
1
ぞ

か
し
。
「
入
日
」
　
は
　
「
那
古
の
浦
」
　
の
本
歌
よ
り
付
出
し
て
、
海
の

上
の
風
気
色
に
も
心
を
付
ず
し
て
、
碁
に
う
ち
か
1
り
、
家
業
を

脇
に
な
し
た
る
一
体
也
。
此
前
、
大
坂
の
中
の
島
に
米
商
せ
し
人
、

俳
譜
に
な
づ
み
、
大
帳
に
　
「
霞
の
う
ち
に
大
豆
千
俵
」
　
と
付
置
し



を
、
手
代
ど
も
が
見
て
、
「
何
と
も
合
点
の
ゆ
か
ぬ
事
」
　
と
た
づ
ね

け
る
。

第
五
十
二
句
　
鮒
に
は
羽
ね
が
は
へ
て
飛
年
　
　
（
自
註
略
）

・
『
徒
然
草
』
第
百
十
一
段

囲
碁
魂
．
穴
姉
で
覇
か
し
ぐ
扁
五
大
は
、
四
重
五
逆
に
も
ま
さ
れ
る

悪
事
と
ぞ
お
も
ふ
と
、
あ
ぶ
叫
以
机
の
叫
u
ご
賞
、
耳
に
と
ゞ
ま

り
て
い
み
じ
く
覚
え
侍
る
。

回
に
つ
い
て
先
行
の
注
撃
は
、
「
生
死
」
に
注
が
つ
け
ら
れ
、
『
徒
然
草
』

第
五
十
八
段
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
徒
然
草
』
第
五
十
八
段
は
、
現
世
を

厭
い
、
迷
い
の
世
界
か
ら
脱
却
し
よ
う
す
る
人
が
浮
世
に
と
ど
ま
り
生
活
す

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
　
「
独
吟
百
韻
」
　
は
、
春
の
風
に

さ
ら
さ
れ
る
朽
木
の
柳
が
自
分
の
生
死
を
見
定
め
る
場
面
で
あ
り
、
『
徒
然

草
』
　
の
　
「
生
死
」
　
と
は
趣
が
異
な
る
。

田
に
つ
い
て
は
、
『
徒
然
草
』
第
百
十
一
段
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
典
拠

（15）

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
参
考
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
分

か
る
が
、
第
百
十
一
段
は
、
「
囲
碁
や
双
六
を
好
ん
で
日
を
明
か
し
暮
ら
す

人
は
、
四
重
五
逆
の
大
罪
よ
り
も
ま
さ
っ
た
悪
事
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
」

と
い
う
聖
の
言
葉
を
紹
介
し
て
お
り
、
出
家
に
限
ら
ず
一
般
の
人
に
も
向
け

ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
独
吟
百
韻
」
第
五
十
句
に
は
「
出

家
の
身
と
し
て
」
　
と
見
え
る
よ
う
に
、
出
家
に
対
し
て
、
碁
の
勝
ち
負
け
に

こ
だ
わ
り
、
そ
れ
に
ば
か
り
心
を
移
し
て
し
ま
っ
て
は
、
仏
道
が
疎
か
に
な

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
五
十
一
句
は
、
商

人
に
対
し
て
、
遊
び
に
夢
中
に
な
り
商
売
を
疎
か
に
す
る
こ
と
を
戒
め
た
言

葉
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
「
独
吟
百
韻
」
　
と
『
徒
然

草
』
で
は
言
葉
の
向
か
っ
て
い
る
対
象
が
違
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
『
徒
然

草
』
が
典
拠
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、
第
五
十
一
句
の
注
釈
で
は
、

『
西
鶴
織
留
』
巻
三
－
二
　
「
芸
者
は
人
を
そ
し
り
の
種
」
　
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
「
諸
芸
を
鍛
錬
す
る
事
、
そ
れ
ぐ
の
家
業
の
外
は
ふ
か
う
其
道
に
入

る
事
な
か
れ
、
と
古
人
の
言
葉
、
ひ
と
つ
も
た
が
ふ
事
な
し
。
」
　
と
あ
る
。

（16）

そ
し
て
、
次
に
挙
げ
る
『
為
愚
痴
物
語
』
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・
『
為
愚
痴
物
語
』
巻
之
六
（
曾
我
休
自
著
　
寛
文
二
≡
ハ
至
一
年
刊
）

（
マ
マ
）

第
十
六
　
大
福
長
者
、
弟
子
に
を
し
ゆ
る
事

す
べ
て
世
の
中
に
善
悪
の
う
た

世
を
わ
た
る
道
に
益
な
き
芸
能
は
面
白
L
と
も
習
べ
か
ら
ず
　
↑
7
）

こ
の
よ
う
に
、
慰
み
事
に
夢
中
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
戒
め
る
言
葉
は
『
徒

然
草
』
に
限
っ
た
言
葉
で
は
な
い
の
だ
。
し
か
も
、
「
独
吟
百
韻
」
　
五
十
一

句
ま
で
『
徒
然
草
』
　
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る
と
、
第
四
十
九
句
　
「
山

藤
は
覚
束
な
き
は
楽
出
家
」
　
か
ら
三
句
続
け
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。『
徒
然
草
』
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
回
と
団
の
二
例
は
、
回
～
四
と
同
様

に
方
法
Ⅱ
の
場
合
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
付
合
と
し
て
定
着
し
て
い

る
よ
う
な
『
徒
然
草
』
特
有
の
表
現
、
主
題
と
な
る
よ
う
な
表
現
を
利
用
を
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し
て
い
る
回
～
回
と
比
べ
て
、
当
時
の
一
般
的
な
思
想
で
あ
る
回
・
団
は
異

質
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
必
ず
し
も
『
徒
然
草
』
に
特
定
出
来
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

「
独
吟
百
韻
」
　
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
享
受
の
再
検
討
を
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
徒
然
草
』
に
結
び
つ
け
て
読
み
過
ぎ
る
こ
と
の
危
険
性
が
浮
か
び

上
が
っ
た
と
い
え
る
。

付
合
を
重
視
し
て
利
用
す
る
と
い
う
西
鶴
の
享
受
の
実
態
を
ふ
ま
え
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
注
釈
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
西
鶴
作
品
に
お
け
る
『
徒
然

草
』
の
影
響
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
明
白
と
な
る
。
ま

た
そ
れ
は
「
独
吟
百
韻
」
　
に
限
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
他
の
作
品
に
も
同
様

に
い
え
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七
　
ま
と
め

以
上
、
「
独
吟
百
韻
」
　
中
に
見
ら
れ
る
『
徒
然
草
』
の
用
例
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
た
。
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
西
鶴
が
『
徒
然
草
』
の
本
文
を

利
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
章
段
内
の
中
心
と
な
る
語
句
や
表
現
に
記
述
が
集

中
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
西
鶴
は
『
徒
然
草
』
の
章
段
を
象
徴
す
る
語
句

や
、
『
徒
然
草
』
本
文
が
元
と
な
り
付
合
と
な
っ
た
よ
う
な
表
現
を
中
心
に

覚
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
徒
然
草
』
本
文
を
熟
知
し
て
い
た
と

い
う
よ
り
は
、
章
段
内
の
象
徴
的
な
語
句
や
表
現
を
定
型
句
の
よ
う
に
使
用

し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
れ
が
西
鶴
の
古
典
享
受
の
あ
り
よ
う
だ

っ
た
。
ま
た
、
『
徒
然
草
』
と
明
記
す
る
場
合
も
明
記
し
な
い
場
合
も
あ
る

例
に
お
い
て
は
、
明
記
し
な
い
も
の
の
大
半
が
俳
譜
で
あ
り
、
付
合
と
し
て

定
着
し
て
い
る
の
で
明
記
す
る
ま
で
も
な
い
と
考
え
る
、
俳
譜
に
対
す
る
西

鶴
の
意
識
が
窺
え
る
と
い
え
よ
う
。

〔注〕
（
1
）
　
本
稿
で
い
う
「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
　
と
は
、
「
独
吟
百
韻
自

註
絵
巻
」
　
（
天
理
図
書
館
蔵
　
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
輯
発
行

『
西
鶴
』
（
昭
和
四
十
年
）
所
収
、
図
版
一
五
六
）
を
指
す
。
本
稿
で

は
、
野
間
光
辰
氏
「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
解
説
（
『
定
本
西
鶴

全
集
』
第
十
二
巻
　
中
央
公
論
社
　
昭
和
四
十
五
年
）
　
に
従
い
、
「
西

鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
「
独
吟
百
韻
」
と
略
す
。

「
独
吟
百
韻
」
　
の
引
用
は
『
西
鶴
』
の
図
版
に
拠
り
、
同
書
の
解
説

を
参
照
し
て
錯
簡
を
訂
正
し
た
上
で
、
発
句
・
脇
・
第
三
・
第
四
句

以
下
第
百
句
ま
で
句
番
号
を
振
り
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
付
し
、
適

宜
か
ぎ
括
弧
を
補
っ
た
。
な
お
、
本
文
に
誤
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
場
合
は
、
右
横
の
括
弧
内
に
正
し
い
形
を
示
し
、
脱
字
が
あ
る
場

合
に
は
　
〔
〕
　
の
中
に
文
字
を
補
っ
た
。
記
号
・
傍
線
・
段
落
は
私
に

付
し
た
。
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（
2
）
近
藤
忠
義
氏
「
西
鶴
自
註
独
吟
百
韻
」
　
（
日
本
古
典
読
本
9
『
西
鶴
』

日
本
評
論
社
　
昭
和
十
四
年
）
、
藤
村
作
氏
『
訳
注
西
鶴
全
集
』
二
（
至

文
堂
　
昭
和
二
十
二
年
）
、
加
藤
定
彦
氏
校
注
「
日
本
道
に
の
巻
」
　
（
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
6
1
『
連
歌
集
　
俳
譜
集
』
小
学
館
　
平
成
十

三
年
）
、
及
び
、
注
1
所
掲
『
定
本
西
鶴
全
集
』
第
十
二
巻
。
こ
の
他
、

発
句
の
み
の
注
釈
が
前
田
金
五
郎
氏
『
西
鶴
発
句
注
釈
』
（
勉
誠
出
版

平
成
十
三
年
）
　
に
あ
る
。

（
3
）
　
以
下
に
掲
げ
る
例
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
先
行
の

注
釈
で
す
で
に
『
徒
然
草
』
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
注
2
所
掲
「
独
吟
百
韻
」
　
の
注
釈
に
限
ら
ず
、
「
独
吟
百
韻
」

以
外
の
各
作
品
の
注
釈
に
お
い
て
『
徒
然
草
』
と
の
関
係
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
も
の
も
含
む
。

（
4
）
由
井
長
太
郎
氏
『
西
鶴
文
芸
詞
章
の
出
典
集
成
』
（
角
川
書
店
　
平

成
六
年
）
　
の
索
引
を
、
稿
者
が
数
え
た
。

（
5
）
前
田
金
五
郎
氏
訳
注
、
角
川
文
庫
『
世
間
胸
算
用
』
解
説
　
（
角
川
書

店
　
昭
和
四
十
七
年
）
、
谷
脇
理
史
氏
　
「
『
徒
然
草
』
と
西
鶴
の
町
人

物
」
（
新
典
杜
研
究
叢
書
1
2
2
『
近
世
文
芸
へ
の
視
座
－
西
鶴
を
軸
と
し

て
－
占
　
新
典
杜
　
平
成
十
一
年
　
初
出
『
東
書
国
語
』
2
3
1
号
・
2
2
2
号

昭
和
五
十
八
年
七
月
・
十
月
）
　
を
始
め
と
し
て
多
く
の
論
考
が
あ

る
。
近
年
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
平
成
十
八
年
度
研
究
成
果
報

告
『
井
原
西
鶴
と
中
世
文
学
』
（
平
成
十
九
年
三
月
）
　
が
あ
る
。

（
6
）
市
川
光
彦
氏
「
西
鶴
の
な
か
の
兼
好
　
序
　
－
『
徒
然
草
』
享
受
個

人
史
へ
の
出
発
－
」
　
（
『
松
村
博
司
先
生
喜
寿
記
念
　
国
語
国
文
学
論

集
』
松
村
博
司
先
生
喜
寿
記
念
実
行
委
員
会
編
　
右
文
書
院
　
昭
和

六
十
一
年
十
一
月
）
。

（
7
）
市
川
氏
は
、
「
（
）
内
は
作
品
成
立
な
い
し
所
収
俳
書
刊
行
の
年
号
」

を
示
し
、
（
　
）
　
は
　
「
句
以
外
の
前
書
・
自
注
・
評
語
の
類
」
　
に
お
い

て
の
利
用
を
示
す
と
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
『
徒
然
草
』
の
引
用
は
、
吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』
（
勉

誠
社
　
平
成
八
年
、
徒
然
草
本
文
の
底
本
は
蓬
左
文
庫
蔵
、
林
羅
山

『
埜
槌
』
元
和
七
≡
ハ
≡
年
成
の
初
刻
本
）
　
に
よ
る
。
た
だ
し
、
私

に
濁
点
・
句
読
点
及
び
か
ぎ
括
弧
を
施
し
た
。
振
り
仮
名
に
つ
い
て

は
、
適
宜
省
略
し
た
。

（
9
）
引
用
は
、
『
初
印
本
毛
吹
草
』
影
印
編
（
加
藤
定
彦
氏
編
　
ゆ
ま
に

書
房
　
昭
和
五
十
三
年
）
　
に
よ
る
。

（
1
0
）
引
用
は
、
近
世
文
革
叢
刊
第
一
巻
『
俳
譜
類
船
集
』
（
野
間
光
辰
氏

鑑
修
　
昭
和
四
十
四
年
）
　
に
よ
る
。
以
下
、
『
類
船
集
』
と
略
す
。
な

お
、
『
俳
誼
類
船
集
』
と
『
徒
然
草
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
論

考
に
、
宇
佐
見
尚
子
氏
「
『
俳
譜
類
船
集
』
と
『
徒
然
草
』
」
　
（
『
国
文
』

第
九
十
号
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
編
　
平
成
十
一
年
一
月
）
が
あ
る
。

（
‖
）
　
以
下
、
「
独
吟
百
韻
」
以
外
の
西
鶴
の
作
品
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、

特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
（
近
世
文
学
書
誌
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研
究
会
編
、
勉
誠
社
）
　
の
各
巻
に
よ
り
、
た
だ
し
、
私
に
濁
点
・
句

読
点
及
び
か
ぎ
括
弧
を
施
し
た
。
『
定
本
』
と
す
る
場
合
に
は
、
『
定

本
西
鶴
全
集
』
（
野
間
光
辰
氏
ら
編
　
中
央
公
論
社
）
　
を
指
す
。

（
ほ
）
引
用
は
、
『
鰯
絹
俳
書
集
成
』
第
三
十
五
巻
　
諸
家
自
筆
本
集
（
同

集
成
編
集
委
員
会
編
　
八
木
書
店
　
平
成
十
一
年
）
　
に
よ
る
。

（
1
3
）
引
用
は
、
『
璃
璃
和
書
之
部
』
第
三
十
九
巷
　
談
林
俳
詩
集
　
（
同

編
集
委
員
会
編
　
八
木
書
店
　
昭
和
五
十
一
年
）
　
に
よ
る
。

（
1
4
）
　
注
2
所
掲
の
加
藤
定
彦
氏
校
注
　
「
日
本
道
に
の
巻
」
。

（
1
5
）
　
注
1
所
掲
の
野
間
光
辰
氏
　
「
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
」
　
と
、
注
2

所
掲
の
加
藤
定
彦
氏
　
「
日
本
道
に
の
巻
」
　
の
注
釈
、
及
び
、
注
5
所

掲
の
市
川
光
彦
氏
の
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

（
1
6
）
　
注
2
所
掲
の
加
藤
定
彦
氏
校
注
　
「
日
本
道
に
の
巻
」
。
野
間
光
辰
氏

は
『
西
鶴
織
留
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
4
8
『
西
鶴
集
　
下
』
岩
波
書

店
　
昭
和
三
十
五
年
）
　
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
引
用
は
、
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
二
巻
　
（
朝
倉
治
彦
編
　
東
京
堂
出

版
　
昭
和
五
十
六
年
）
　
に
よ
る
。
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